
水辺のインフォメーションセンター

動植物園のリニューアルについて

〈イメージ〉

～江津湖に興味・関心をもつきっかけづくりの体験施設～

Point①
江津湖の生きものをアクアリウムで展示
→江津湖の自然環境を紹介

Point②
江津湖の歴史や文化、周辺スポットの紹介
→江津湖を様々な視点から学べる

Point③
多目的コーナーを設置
→タッチプールによる体験や講習会など
様々な活動拠点として利用可

展望デッキ

江津湖の情報を集積・発信する拠点 江津湖との親水性の向上を目的とした、江津湖の
豊かな自然環境を眺望できる休憩施設

Point①
総延長１００ｍ以上 デッキ床面積650㎡以上
再生木材を使用し景観に考慮

Point②
サクラの樹木を囲ったベンチや江津湖側にテーブルベン
チを設置し、江津湖を一望しながらゆったりとした空間を
演出。さらに、夜間のライトアップでより幻想的に。

南門

水景施設の設置

江津湖の豊富な
湧水をイメージ

〈水景施設〉

〈展望デッキ竣工写真〉

西門

【施策事業④-1-1 情報発信の場づくり（情報の集積） 】
【施策事業④-2-3

森と水の都の発信】 【施策事業⑤-1-3 動植物園との一体化】

〈江津湖側から〉
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〈自然環境と生物の展示〉 〈文化と歴史の展示〉

〈展望デッキでのお花見〉 〈ライトアップ時の写真〉



ゾウさんプールの再生について

＜現状＞

➢ ここ数年は清掃されておらず、有機物やゴミが堆積している（⇔湧水はきれい）

➢ 近年は、子どもたちが遊んでいる様子が見られない

➢ 「きれいにしたい」との声あり

＜ゾウさんプールについて＞

➢ 豊富な地下水が湧出する天然プール（湧水量は江津湖全体で約57万トン/日）

➢ かつては子どもたちの遊び場として賑わっていた

➢ 10年ほど前までは、毎年近所の方がボランティアで清掃をされていた

ゾウさんプールの清掃

デトリタス（有機物）

＜清掃状況＞

①令和3年11月7、16、17日に清掃実施(職員)

②令和４年５月１０日 くまもと花博期間中に、

砂取小(５年生：62名)の子どもたちと清掃実施

→今後も清掃・利活用を継続することで、ゾウさん

プールのきれいさを保っていく

砂やゴミの堆積

＜清掃前＞

＜清掃後＞

※⑤-4-3 ゾウさんプールの再整備
（R3に清掃、R4以降は清掃活動の継続）
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資料６

ゾウさん滑り台の更新 ▪ ゾウさん滑り台が破損しており、子どもたちが遊ぶには危ない

▪ ゾウさん滑り台は江津湖のシンボルとなっており、江津湖の風

景の一部と化している

⇒現況を踏襲しつつ、新しいゾウさんに代替わりする

案① ・・・ 修繕→塗り替え

案② ・・・ 撤去→新設

案③ ・・・ モニュメント化

～Point～
① 安全性の確保
② デザイン性の維持・向上
③ 江津湖の魅力アップ

⇒公園利用者のご意見も伺い
ながら、方向性を検討する

＜地域のご意見＞

➢ ゾウさんに愛着がある。なくなるのは寂しい。

➢ ゾウさんプールの周りに、休憩できる施設がほしい。

➢ 子どもが遊ぶには、安全性に懸念がある。


